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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ル、対円で上昇しました。またトルコの2年国債金利は

低下（価格は上昇）しました。

トルコのエルドアン大統領は4月18日（現地）に、来

年の11月3日に予定されていた総選挙を今年の6月24

日に前倒しする方針を発表しました。今後、議会にお

ける承認を経て正式決定される見込みですが、与党Ａ

ＫＰ（公正発展党）と選挙協力する見込みであるＭＨＰ

（民族主義者行動党）の賛成票で可決されるとみられ

ます。

選挙の前倒しによって、経常収支の悪化をまねくよう

な国民の人気取りを目的とした過度の景気刺激や中

央銀行への介入が抑制されるとの見方が広がり、債券、

通貨ともに買われる展開となりました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は金融政策委員会が予定されています。通貨

の下落やインフレ率の高止まりを受けて、市場では金

融引き締めの再開として後期流動性貸出金利の引き

上げが見込まれており、市場の期待を裏切らない内容

を示せるかが注目されます。また、選挙の前倒しに関

する発表は、当初の反応としては市場に好感されまし

たが、選挙後の政策の行方に関する発言や市場の思

惑の変化には注意する必要があります。

シリアをめぐる地政学リスクの動向や欧米諸国との関

係に絡む発言等に関しても、引き続き相場を動かす要

因として警戒していく必要があると考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2018年4月14日～2018年4月20日までの推移】

（2018年3月23日～2018年4月20日）

【トルコ 金利推移】
（2018年3月23日～2018年4月20日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

2018年4月24日
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